




























































































































性別 と公 開情報で有意な交互作用が示 され
(ズ1,117)=4.97,p<.05),「sns誠実なつきあい」は,
出身地を公開している男性の方が非公開の男性より
も有意に高かったが,女性においては公開の有無に
よる有意差は見られなかった。
3)属性,利用状況とSNSトラブルとの関連
属性においても,対人関係観においてもSNSトラ
ブルとの有意な関連は見られなかった。SNSの利用
状況では,SNSの利用時間の長さと有意な関連が
見られ(χ2(2)=7.82,p<.05),1時間以上の人とトラ
ブルあり,30分未満の人とトラブルなしが有意に高
かった。また,利用時間帯においても有意な関連が
見られ(χ2(1)=8.42,p<.01),深夜(0時～4時)の利
用者とトラブルあり,深夜(0時～4時)の非利用者と
トラブルなしが有意に高かった。また, コミュニケー
ション相手との有意な関連が見られ(χ2(3)=12.13,
p<.01),「友人・知人が多い」利用者とトラブルな
しが有意に高く, トラブルありが有意に低かった。
パソコンからの日記等の書き込みと有意な関連が見
られ(χ2(1)=5.77,p<.05),書き込み多数群とトラ
ブルあり,書き込み少数群とトラブルなしが有意に
高かった。相手の日記等への五メントとの有意な関
連が見られ(χ2(1)=3.93,p<.05),コメント少数群
とトラブルあり,コメント多数群とトラブルなしが
有意に高かつた。
考察
SNS利用や対人関係観においては,男女で違い
が見られ,SNS利用に関しては,男性は自分の情
報の公開や異性とのコミュニケーション等,積極的
なつきあいをし,女性は同性とのコミュニケーショ
ンや日記の公開範囲の限定等,慎重なつきあいをし
ていると考えられた。また,男性はSNSの利用の仕
方による対人関係観の違いが見られ,女性は見られ
ないという結果から,男性はSNS利用により対人関
係のつきあい方が変化するが,女性はSNS利用によ
り対人関係のつきあい方が変化するわけではないと
考えられた。男性においては,SNS利用が対人関
係を築くためのツールとして存在していると考えら
オLる。
SNSトラブルに関しては,いくつかのSNSの利用
の仕方によつて違いが見られるという結果が得られ,
トラブルは,長時間の利用や深夜の利用等のインター
ネットの持つ負の部分に結びつくと考えられた。
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